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 要  旨 
 
ムラサキイガイ（以下，イガイと略称する）が体内で合成する接着タンパク質
が，バイオ接着剤としての応用が期待され注目されている．イガイは接着タンパ
ク質を不溶化させた足糸（byssus）を作り，水面下の基盤に付着する．この生物
に関する生態学的な研究や，化学的な研究が盛んである．機械的強度に関する研
究では，主に糸部（byssal thread）のタンパク質の引張強度についての研究が多く，
基盤と付着盤（adhesive plaque）の界面の接着強度についての研究例は少ない．し
かし，接着タンパク質を工業的に応用するためには，付着盤界面の接着強度を正
確に測定し，その強度に影響を与える因子を明確にする必要がある． 
これまでに，海水中に存在するFe (III) はFe(OH)3コロイドの形でイガイに取り
込まれ，足糸タンパク質表皮と付着盤，イガイの体内組織に蓄積されることが確
認されている．また，接着タンパク質中でFe (III) がタンパク質の架橋を行ってい
ると考えられている．これにより接着タンパク質の架橋度が増加するとともに，
その分子は水和水を放出しつつ，より密に基盤表面に集積していく．そのため，
飼育環境中の鉄濃度が足糸の機械的強度，および界面の接着強度に影響を与える
ことが考えられる．そこで本研究では，鉄を添加した人工海水中に24時間暴露し
たイガイが産出した足糸に関して，糸部の引張試験，付着盤のはく離試験，付着
盤表皮のEPMA分析を行った．  
 
（1）足糸引張試験の結果，応力‐ひずみ線図において，ひずみ10%および50%付
近で応力の変化量が大きく変わるというイガイ足糸に特徴な傾向を示した． 
高濃度鉄含有海水に暴露した足糸の試験結果では，コントロールに対する有
意差はみられなかった． 
 
（2）付着盤のはく離試験の結果，試薬を添加した海水に暴露した付着盤の接着強
度が，コントロールに対して上昇した． 
本試験結果から，付着盤を構成する接着タンパク質への鉄分の蓄積，もしく
は弱酸性環境による生体への刺激が，付着盤の接着タンパク質の構造に変化
をもたらす可能性が示された． 
 
（3）付着盤表皮に対して，EPMA分析装置を用いてFe元素の特性X線強度を測定
した．その結果，検出点は少ないものの3個体の内，2個体でFeの含有量が増
加した． 
 
 
